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令和６年第１回白馬山麓事務組合議会定例会議事日程 

 

令和６年２月２７日（火）午後３時３０分開会 

 

１．議会開会宣言 

 

２．議事日程の報告 

 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 

 日程第２ 会期の決定 

      会期 自 令和６年２月２７日 

         至 令和６年２月２７日   １日間 

 

 日程第３ 管理者あいさつ 

 

 日程第４ 議案上程、説明、質疑、討論、採決 

 

（１）議案第１号 令和５年度白馬山麓事務組合一般会計補正予

算（第２号） 

（３）議案第２号 令和６年度白馬山麓事務組合一般会計補正予 

 

日程第５ 一般質問  ７番 津滝俊幸 議員 

 

 

３．閉会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2 

 

 

 

令和６年度第１回白馬山麓事務組合議会定例会 

 

１．日時 令和６年２月２７日 午後３時３０分より 

２．場所 白馬村議会議場 

３．応招議員 

 第 1番 丸山勇太郎   第 2番 切久保達也   第 3番 太田伸子   

第 4番 丸山和之    第 5番 吉澤 学    第 6番 吉岡久人 

 第 7番 津滝俊幸    第 9番 柴田友造 

４．欠席議員 

 第 8番 宮澤正廣 

５．地方自治法第１２１条の規定により説明のため議会に出席した者の職指名 

管理者 丸山俊郎   副管理者 中村義明   副管理者 吉田久夫 

理事  上川喜一   会計管理者 鈴木広章   

白馬村住民課長 堤 則昭    小谷村住民福祉課長 佐藤孝行 

白馬村教育次長 横川辰彦    小谷村教育課長 太田 勝 

事務局長 松澤 泉   局長補佐 中村洋隆    主幹 塩島広幸 

６．書記  総務係長 長澤秀美 

７．本日の日程 

１）会議録署名議員の指名 

２）会期の決定 

３）管理者あいさつ 

４）議案審議 

議案第１号（管理者提出議案）説明、質疑、討論、採択 

議案第２号（管理者提出議案）説明、質疑、討論、採択 

８．地方自治法第１４９条第１項の規定により管理者より提出された議案は次

のとおりである。 

１ 議案第１号 令和５年度白馬山麓事務組合一般会計補正予算（第２号） 

２ 議案第２号 令和６年度白馬山麓事務組合一般会計補正予算 
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令和６年第１回白馬山麓事務組合議会定例会 

 
                  開会 午後３時３０分 

   （開会宣言） 

議長（吉澤 学） 大変ご苦労様です。令和６年第１回白馬山麓事務組合議会定例会を行

います。ただいまの出席議員は８名です。 

８番 宮澤正廣議員が療養のため欠席しております。 

地方自治法第１１３条の規定により、定足数に達しておりますので、只今から令和６年

第１回白馬山麓事務組合議会定例会を開会いたします。 

 

   （議事日程の報告） 

議長（吉澤 学） 直ちに本日の会議を開きます。議事日程はお手元に配布のとおり執

り行います。 

 

   （会議録署名議員の指名） 

議長（吉澤 学） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。地方自治法第１２３

条第２項の規定により、４番 丸山和之議員 ６番 吉岡久人議員の２名を指名しま

す。 

 

   （会期の決定） 

議長（吉澤 学） 日程第２ 会期の決定の件を議題といたします。 

    お諮りします。本定例会の会期は、本日１日限りとしたいと思います。これにご異議

ありませんか。 

   （「異議なしの声あり」） 

議長（吉澤 学） 異議なしと認めます。よって本定例会の会期は本日１日限りと決定

しました。 

 

  （管理者あいさつ） 

議長（吉澤 学）  日程第３ 本定例会の招集にあたって管理者のあいさつを求めます。 

       丸山管理者 

丸山管理者  本日、令和６年第１回白馬山麓事務組合定例会を招集しましたところ、 

お忙しい中にもかかわらずお集まりいただき、お礼申し上げます。 

  気象庁による冬の予報では、寒気の南下が弱く、暖冬となる予想が発表されていた

ため、スキーシーズンを心配しておりましたしたが、11 月 30 日にはエイブル白馬五

竜、八方尾根、栂池高原の各スキー場がプレオープンし、その後も降雪量は少ないも

のの各スキー場も順調にオープンをしました。インバウンド数はコロナ禍前を上回り

本日まで国内外から大勢のお客様が北アルプスエリアにお越しただいていることを

大変うれしく思うところでございます。 
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 一方で、12 月 16 日に、白馬村黒豆沢土砂災害が発生し、宅地や道路に土砂が入り込

み、家屋等の被害が発生しました。被災されました皆様に心よりお見舞い申し上げま

す。村では災害対策本部を立ち上げ、被害状況の確認、避難所開設、仮復旧などを行

ってまいりました。災害発生後直ちに関係機関に対して早期の工法決定や財政支援を

含めた要望を行ったところ、県の事業として、早期に被災地域の二次災害を防止する

ため、抜本的な対策を盛り組む「災害関連緊急砂防事業」の本申請に先立ち、部分申

請を行い、国土交通省に採択され、アンカーネット式構造物、仮排水路の工事を実施

することになり、現在工事を行っているところでございます。 

小谷村を始め、多くの方から励ましのお言葉やお見舞いを頂戴し、この場をお借り

して御礼申し上げます。 

また 1 月 1 日には、石川県能登地方を震源とする大規模な地震が発生し、2 月 13 日

現在で死者 241人、負傷者 1,184人と甚大な被害が発生しています。お亡くなりになら

れた方に対し、謹んでお悔やみ申し上げますとともに、被災されました皆様に心よりお

見舞いを申し上げます。 

石川県への支援としては、日本水道協会中部地方支部の応援要請により、断水の被害

を受けている七尾市の各給水拠点に対し応援給水を行ったほか、大北地区の他市町村と

ともに、長野県合同災害支援チーム「チームながの」として、避難所支援にあたってい

るところでございます。 

さて、本定例会では、令和 5年度補正予算（第 2号）につきましては、決算を見据え

た補正予算であり、歳入歳出予算ともに 1,673万 8千円を減額し、総額を 3億 3,856万

2千円とするものでございます。 

総務費では、人件費の決算見込みによる減額。 

衛生費では、し尿処理量増加による委託料の増額、電気料の使用実績及びし尿等下水道

投入施設整備基本設計の入札差金による減額。 

高校支援費では、人件費、寮の電気料の実績、支援業務の入札差金などによる減額が主な

ものでございます。 

 次に令和 6 年度当初予算については、歳入・歳出ともに 3 億 7,330 万円を計上いたし

ました。 

 前年度より 3,590万円、10.6％の増額となった主なものは、し尿処理では、クリーンコ

スモ姫川の施設整備による増額、し尿等下水道投入施設整備詳細計画による負担金の増

額が主なものでございます。 

高校支援費では、学生寮の賄材料費と魅力化アドバイザリー業務委託料による増額が主

なものでございます。 

 以上、本日ご提案いたします議案の内容について、簡単にご説明申し上げました。 

ご審議のうえご議決賜りますようお願申し上げまして、定例会開会にあたりごあい

さつと致します。 
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   （議案上程・説明・質疑・討論・採決） 

議長（吉澤 学） 日程第４ 議案の上程、説明、質疑、討論、採決を行います。 

  なお、本定例会の質疑につきましては、白馬村会議規則第５５条の規定により、一議

員一議題につき３回までといたします。 

   また、会議規則第５４条第３項の規定により、自己の意見を述べることができない、

と定められておりますので申し添えます。 

議案第１号「令和５年度白馬山麓事務組合一般会計補正予算（第２号）」の件を議題

とし、説明を求めます。 

松澤事務局長 

 

松澤泉事務局長  ただ今議題となりました議案第１号令和５年度白馬山麓事務組合

一般会計補正予算（第２号）について、提案理由の説明を申し上げます。 

お手元に配布してあります議案第１号をご覧ください。 

 今回の補正は、各事業費の見込みにより、それぞれ補正を行うものでございます。 

 第１条でございますが、歳入歳出予算の総額からそれぞれ１，６７３万８千円を減額

し、総額を３億３，８５６万２千円とするものでございます。 

５ページの歳入明細をご覧ください。 

 款１項１目１組合負担金２，１５０万４千円の減は、くみ取り量増加による手数料の

増額、下水道投入施設整備基本計画の下水道事業団との協定による減額、デジタル田

園都市国家構想交付金地方創生推進タイプの事業見込みによる増額が減額となる主

な要因でございます。 

 款２項１目１手数料３１３万７千円の増額は、生し尿１５０㎘、浄化槽汚泥２５０㎘、

農集排汚泥３０㎘分の処理量増加によるものでございます。 

 款２項２目１使用料１８６万１千円の減額は、公営塾の基本コースと２年生の大学受

験コースの減額、学生寮の実績による施設使用料の減額が主なものでございます。 

 ６ページをご覧ください。 

款３項１目２デジタル田園都市国家構想交付金３５０万円の増額は、白馬高校支援事

業の実績によるものでございます。 

 款６項２目１雑入１万円の減額は、高校支援事業雑入によるものでございます。 

７ページの歳出明細をご覧ください。 

 款２項１目１一般管理費３３万円の減額は、職員の人件費によるものでございます。 

 款３項１目１し尿処理費１，２０３万円の減額は、電気使用実績、下水道投入施設整

備基本設計における下水道事業団との協定による減額、し尿処理量増加によるし尿収

集運搬および汚泥処理委託料の増額が主なものでございます。 

８ページをご覧ください。 

  款４項１目１高校支援費４３７万８千円の減額は、職員の人件費、寮の電気料、コーデ

ィネーター採用支援業務の入札差金による減額が主なものでございます。 

以上、ご説明申し上げましたが、ご審議の上、ご可決賜りますようお願い申し上げま
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す。 

 

議長（吉澤 学） 説明が終わりました。 

議案第１号につきまして質疑を行います。 質疑はありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

 

議長（吉澤 学） 質疑なしと認め、質疑を終結します。討論に入ります。討論はありま

せんか。 

（「討論なし」の声あり） 

 

議長（吉澤 学） 討論なしと認め、討論を終結します。 

これより議案第１号の採決を行います。議案第１号「令和５年度白馬山麓事務組合

一般会計補正予算（第２号）」の原案に賛成の方の挙手を求めます。 

    （挙手全員） 

 

議長（吉澤 学） 挙手全員であります。よって、議案第１号「令和５年度白馬山麓事務組

合一般会計補正予算（第２号）」の件は原案のとおり可決、決定しました。 

次に、議案第２号「令和６年度白馬山麓事務組合一般会計予算」の件を議題とし、説明

を求めます。 

   松澤事務局長 

 

松澤泉事務局長  ただ今議題となりました議案第２号令和６年度白馬山麓事務組合一

般会計予算について、提案理由の説明を申し上げます。 

お手元に配布してあります議案第２号をご覧ください。 

 第１条でございますが、歳入歳出予算の総額をそれぞれ３億７，３３０万円とするも

のでございます。５ページ、６ページの歳入歳出予算事項別明細書の最下段でござい

ますが、令和６年度は前年度と比較して３，５９０万円、１０．６パーセントの増額

となっております。 

７ページの歳入明細をご覧ください。 

款１項１目１組合負担金、２億７，２５３万７千円は、組合の経常費、衛生費、高校支援

費が主なものでございます。款２項１目１手数料、３，０９３万円は、生し尿１，５００

ＫＬ、浄化槽汚泥２，５００ＫＬ、農集排汚泥２００ＫＬ分の手数料でございます。款２

項２目１使用料、２，９３５万９千円は、公営塾２２名分と学生寮３２名分の使用料でご

ざいます。 

８ページをご覧ください。 

款３項１目２デジタル田園都市国家構想交付金４，０００万円は、「高校を核とした新

たな人づくり・人の流れづくりプロジェクト」の広域連携事業によるものでございま

す。なお、交付金は最終年度となります。款５項１目１繰越金は、前年度からの繰越金。
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款６諸収入は、預金利子と土地貸付料などの雑入が主なものでございます。 

９ページの歳出をご覧ください。 

款２項１目１一般管理費１，９００万３千円は、節２給料から節４共済費までは職員

１名分の人件費、節１２委託料は、地方公会計システム委託料、負担金補助及び交付

金は、派遣職員負担金が主なものでございます。 

 １０ページをご覧ください。 

款２項２目１監査委員費５万５千円は、監査委員２名分の報酬が主なものでございます。 

１０ページ・１１ページをご覧ください。 

款３項１目１し尿処理費１億８，９２９万２千円は、会計年度任用職員１名と派遣職員

１名分の人件費、施設の薬品代、機器修繕代、し尿収集運搬業務のほか、下水道投入施

設整備事業として実施設計業務負担金などが主なものでございます。 

１２ページ・１３ページをご覧ください。 

款４項１目１高校支援費１億６，２３５万円は、節１から節４までは、職員１名分、会

計年度任用職員５名分の人件費のほか、学生寮の修繕費、賄材料費、寮管理業務委託料、

みなし寮管理委託料、公営塾受験コース委託料、男子寮新館購入費、派遣職員負担金が

主なものでございます。 

款５公債費２１１万４千円は、クリーンコスモ姫川神城断層地震災害復旧工事による償

還でございます。 

１４ページをご覧ください。 

款６項１目１予備費４８万６千円は、歳入歳出の調整でございます。 

１５ページから２０ページまでは、給与費明細書。２１ページは債務負担行為に関する

調書、２２ページは地方債に関する調書でございます。 

以上 、主なものにつきましてご説明を申し上げましたが、ご審議の上、ご可決賜ります

ようお願い申し上げます。 

 

議長（吉澤 学） 説明が終わりました。 

議案第２号につきまして質疑を行います。 質疑はありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

 

議長（吉澤 学） 質疑なしと認め、質疑を終結します。討論に入ります。討論はありませ

んか。 

    津滝俊幸議員 

 

津滝俊幸議員  ７番津滝俊幸です。令和６年度の一般会計予算案について、反対の立場か

ら討論をさせていただきます。白馬高校支援事業費の中に外部委託料として学生寮の管

理料５，７４０万円。他それぞれいくつかの委託料がございます。この委託料について詳

細な積算根拠が見当たりません。また説明もございませんでした。地域創生交付金を使い

ながらやる事業ではありますけども本年度が最後で、来年度からはすべて一財でまかな
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っていかなければならないということもあります。業者にすべて丸投げというようなこ

とでは、甚だ困るかなというようなことを鑑みしっかりとした積算根拠を示して頂くと

いうことで私は反対をさせていただきます。 

   

議長（吉澤 学） ほかに討論はありませんか。討論なしと認め、討論を終結します。 

これより議案第２号の採決を行います。議案第２号「令和６年度白馬山麓事務組合一般

会計予算」の原案に賛成の方の挙手を求めます。 

    （挙手多数） 

 

議長（吉澤 学） 賛成多数であります。よって、議案第２号「令和６年度白馬山麓事務組

合一般会計予算」の件は原案のとおり可決、決定しました。 

 

議長（吉澤 学） 日程第５ 一般質問を行います。 

会議規則第６１条第２項の規定により、本定例会に一般質問の通告をされた方は１名

です。1名の方の一般質問を行ないます。  

質問される議員は、質問、答弁を含めた４０分の中で、質問事項を明確、簡潔に質問され

るようお願いいたします。 

なお、本定例会の再質問につきましては、会議規則第６３条の規定により１議員１議題に

つき３回までと定められておりますが、制限時間内での再質問は議長においてこれを許可

いたしますので、申し添えます。 

それでは、一般質問を許します。 

 

議長(吉澤 学) ７番 津滝 俊幸 議員の一般質問を許します。 

７番 津滝 俊幸議員。 

 

津滝俊幸議員  ７番津滝俊幸です。限られた時間の中で一般質問をさせていただきます

のでよろしくお願いいたします。 

まず質問に入る前に先の１月１日に能登半島で大きな地震があり災害で亡くなわれてし

まわれた方、または災害にあわれたかた、そのかたに対してお見舞いを申し上げるととも

に、哀悼の意をささげたいなというふうに思います。 

私達白馬村も先に神城断層地震、小谷村もそうですが、ありまして大変な災害を受けま

した。これから私達も被災地の皆様により沿った形で支援をしていくというようなとこ

ろでそれぞれにお願いしたいというようなところでございます。 

白馬高校の支援事業について一般質問をさせていただきます。 

白馬高校への支援事業は、平成 25年より 10年間、継続的に行われてきました。支援の目

的は、少子化による生徒数の減少により、県の高校再編基準に抵触し廃校の危機に直面し

たため、人口流失や過疎化を食い止め、白馬小谷の地域高校として存続させる事が目的で

す。 
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その対策として、「高校の経営・運営に参加する地域案」を県教委へ提出し、全国初とな

る首長が学校運営に参画するコミュニティー･スクール（学校運営協議会）に指定され、

国際観光科を新設し、地域ぐるみで支援をしていくことになりました。 

具体的には、生徒の全国募集、寮や下宿の整備と運営、公営塾の開設などです。 

 

そこで、10年間支援した効果と今後の方向性について伺います。 

 

① 高校再編基準の内容及び当校は基準値を満たしているか。 

② 全国募集の状況と今後の見通し、学生寮の管理と耐震対策について伺います。 

③ 地域に魅力的な高校が存続すれば、教育環境が充実し、Iターン・Uターンも増加

 し、人口流失がくい止められ地域が活性化していくとされています。その効果と当 

 該校の魅力とは何かを伺います。 

 

議長(吉澤 学)  ただ今の質問に対し答弁を求めます。丸山管理者 

 

丸山管理者  白馬高校支援事業について津滝議員より３つのご質問をいただいており

ますので順次ご答弁申し上げます。 

最初に高校再編基準についてお答えいたします。 

白馬高校の高校再編基準については、長野県教育委員会で策定した、高校改革の再

編・整備計画【三次】が令和 5年 1月 16日に決定しており、この再編に関する基準等

については、令和 5年度が初年度となります。  

現在の白馬高校は、中山間地存立校の位置付けであり、その基準は、在籍生徒数が

120人以下の状態、もしくは、在籍生徒数が 160人以下かつ卒業生の半数以上が当該

高校へ入学している中学校がない状態が 2年連続した場合には、再編対象として、①

他校との統合、②地域キャンバス化（分校化）、③中山間地存立特定校の指定、④募集

停止のいずれかの方策をとるということとしています。 

白馬高校の状況は、令和 5年 5月 1日現在の全校生徒数が 136名で、令和 5年 8月の

白馬山麓事務組合定例会の閉会時の挨拶で申し上げましたが、高校再編基準を下回っ

ているという大変厳しい状況でのスタートとなりました。厳しい状況の中、関係者に

よる努力の成果を期待しておりますが、仮に再編基準に該当した場合は、地域との協

働を「中山間地存立校」を適用した学校よりもさらに強化することにより、募集定員

40名でも単独で高校を存続させる道を探る「中山間地存立特定校」など、県教育委員

会と地元が今後検討していく流れとなります。 

県教育委員会では、特色化・魅力化など、県立高校の現状と課題について「特色ある

県立高校づくり懇談会」を開催しており、生徒や地域の期待に応え特色ある県立高校 

とするため、教育研究関係者２名、教育関係者３名、産業界関係者３名、地域連携関 

係者２名、保護者１名、県立高校関係者２名、合計１３名の方から幅広く意見などを
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求め、新たな学びや学校づくりのほか、北部、軽井沢、小海、富士見、阿智、阿南、

蘇南、白馬といった県境の高校は、「少子化による小規模化に拍車がかかり、再編基

準該当に伴う高校再編により高校がなくなり、当該市町村の衰退につながりかねない

という課題がある。小規模校は、生徒一人ひとりに目が届きやすく、きめ細やかな支

援が可能、地方創生、地域活性化の観点からも重要な役割を果たすことが可能であ

る。」といった意見が出されており、そうした意見を反映させることを目的に進めて

いますので、これまで同様に県教育委員会と連携して参ります。 

 

次に全国募集と学生寮の管理、耐震対策についてお答えします。 

平成 28年度に始まった全国募集による、県外生の状況は、平成 28年度 13名、平成

29年度 18名、平成 30年度 15名、令和元年度 22名、令和 2年度 11名、令和 3年度 8

名、令和 4年度 5名、令和 5年度 10名という状況です。令和 6年度の状況は、前期選

抜が終了した時点で県外者が過去最高とならぶ 18名合格し、さらにあと数名が受験希

望しているということをお聞きしています。 

全国募集活動を振り返りますと、新型コロナウイルス感染症という、今まで経験した

ことの無い状況下でオンライン説明会を中心に募集活動を行いました。感染症などの

影響からか、県外生は、令和元年度 22名に対し、令和 4年度には 5名まで落ち込みま

した。令和 4年度から対面での募集活動が行えるようになり、令和 5年度の新入寮生

は 17名までに回復し、国際観光科の 1年生も 33名となりました。こうした状況か

ら、令和 5年 11月 24日に小谷村長とともに県教育長と懇談を行い、コロナ禍で募集

活動が思うようにできなかったことから、再編基準の延長をお願いしてきたところで

ございます。その際に、県教育長からは前向きに検討しているが、他校の状況もあり

慎重に行うという回答をいただきました。 

令和 6年度入学者選抜の前期試験では、30名の定員に対し、42名が受験するという

他地域と比較しても非常に喜ばしい状況ですが、一方、普通科は、募集定員 20名に対

し、合格者 7名と非常に苦しい状況です。直接影響のある大町市、白馬村、小谷村の

受験生が前年度より 23名減少していることや、大学受験を目指して進学校を希望して

いる生徒が多くいることが普通科の受験生が減っている要因と推測しております。 

大学進学を目指している中学生が多いことから、令和 3年度から公営塾の中に大学

受験に特化した特進クラスを設けた取り組みを行っています。その効果もあり、令和

4年には一般受験で日本大学と関西外国語大学に合格する塾生を輩出することがで

き、さらに今年度は、目標としていた東京都内の難関私立大学いわゆるＧＭＡＲＣＨ

（ジーマーチ）のひとつである立教大学に合格した塾生のほか、日本大学と東洋大学

に合格した塾生を輩出するなど結果も出ていることから、白馬高校に進学しても大学

に合格することができることを地元中学生に周知して普通科の充足率を上げる取り組

みを行って参ります。 

現在の大北管内小学校 1年生の生徒数は、令和 5年度の中学３年生より 99名少ない

318名と、今後ますます少子化が進むことから、地域の最高学位である白馬高校の存
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続は、地域振興、地域教育の充実にとって無くてはならないものであり、今後も全国

募集は必要不可欠であります。 

そうしたことから、「特色ある県立高校づくり懇談会」の検討結果を注視しながら、

全国募集を開始した当初の目的である、グローカルな人材育成を行ない、地域に戻

り、地域を支えていただけるような生徒を育てる取り組みを行って参ります。 

続いて、学生寮の管理は、高校の関わりが大変重要でありますが、コロナ前の状況で

は、高校と学生寮の協力・連携が取れていたかというと必ずしもそうではなかったと

認識しております。生徒指導については、専門知識がある元教員の方に舎監としてお

願いし、そのサポートを舎監補助として会計年度任用職員を採用してきました。令和

4年度までは、点呼の際、舎監補助が寮生に対して生活指導を行う体制でしたが、複

数の職員で行っていたこともあり、生徒との関係性、職員同士の関係性がうまくいっ

ていなかったと報告を受けています。 

令和 5年度から点呼時の生活指導は舎監が行い、生活指導を切り離した生活サポー

トや経費削減を行うことを目的として寮管理業務として外部に委託しています。それ

までは、事務局職員が深夜を問わず寮対応に追われるという状況が続いておりました

が、外部委託初年の今年度は大きなトラブルは無いと報告を受けています。 

しかしながら、県立高校の寮として運営しておりますので、以前から県に要望して

いるように、寮の運営は県が行い、日常管理や給食などを地元が支援するという体制

が一番望ましいと考えておりますので、先程答弁した「特色ある県立高校づくり懇談

会」の中では、全国募集の課題について話し合われていますので、そうした状況を踏

まえ、知事や県教育長に学生寮の運営について、改めて働きかけを行って参ります。 

 

続いて、学生寮の耐震については、女子寮の旧法政大学セミナーハウスについては、

平成３年 1 月に新築された鉄骨造 3 階建てのため、耐震についての問題はありません。 

一方、男子寮については、平成 31年 2月に行った組合議会定例会に提出した議案第

３号「平成 31年度白馬山麓事務組合一般会計予算」内で津滝議員より質問があり、当

時の理事であった藤本副村長の答弁では、「旧はくば荘については、震度 6強以上の地

震が起きた場合には倒壊する可能性が高いという判定がされており、いわゆる耐震基

準を満たしていない。生徒の安全というところを重視して、旧はくば荘を居室する所

としては使っていかない。ただし風呂・食堂の部分に関しては、当面の間、引き続き

使用する。」とお答えをしています。 

現在は、玄関と舎監室、風呂の部分に関しては使用しておりますが、食堂と居住は使

用しておりません。高校支援事業の基本計画では、令和 9年度の施設リース料が終了す

る時期を踏まえて、今後の施設整備などについて検討することになっています。 

今後の施設整備については、令和 6 年度第 1 回目の学校運営協議会でご意見を頂戴し、

令和 6年度中に今後の施設整備について、現在の場所に増築するのか、新たに寮を整備

していくのかなどを検討していく考えでございます。 
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次に地域活性化の効果と魅力化についてお答えいたします。 

文部科学省が 2019年度にまとめた「地域との協働による高等学校教育改革推進事業」

では、「出身市町村へ親しみを持つ者、高校時代までの間に地元企業を知っていた者

は、将来的に出身市町村へのＵターンを希望する割合が高い傾向にあるなど、自らの

地域を知ることが、将来的なＵターン、そして、地域の将来を支える人材の確保に繋

がる可能性がある。これに加え、地域への課題意識や貢献意識を持ち、将来、地域な

らではの新しい価値を創造し、地域を支えることができる人材の育成に向けて、高等

学校の段階で地域を知り、親しむ機会を創出することが重要である。中高生等の早い

段階から職業意識の形成を図り、地元で暮らすことの魅力や地元企業の魅力等が若者

に浸透するよう地域社会全体で取組を推進すること。」として、2019年に閣議決定が

されています。まさに、白馬高校が行っている時事問題、デュアル学習、コミュニケ

ーション英語、観光などの授業は、地域を知り、問題意識を持ち、新しい価値観を創

造する授業を行っています。最近では、時事問題授業の中で、廃線危機にある大糸線

を何とかしたいと、小谷漬をモチーフにしたキャラクターを考案するなど地域を支え

る人材育成に向けて取り組みを行って頂いています。 

県外から白馬高校に入学し、この環境に魅了され就職した生徒は、平成２８年度から

昨年度まで、私が知る限り両村内に観光関連 3名、土木 2名、その他 2名の７名が就

職しています。 

白馬高校の魅力は、外国から大勢のお客様が訪れるほど素晴らしい自然環境のも

と、観光に携わる地元の方々から、座学だけでなく、すぐにフィールドで体験・体感

できることが一番の魅力だと思います。 

加えてこれまで以上に、地域課題のマッチングを効果的に行うためのコンソーシアム

を構築し、その役割を認識し、生徒の興味・関心に応えるため、その機能を最大限に

発揮し、生徒の探究的な学びにつなげていくため、コンソーシアムが一丸となって取

り組むことが必要です。 

閣議決定もされているように、これからは 18歳まで、地元の高校に通い、地域の魅

力が浸透するような高校となるよう県教育委員会とも連携しながら人材育成を進めて

参ります。 

以上ご答弁を申し上げました。 

 

議長（吉澤 学） 答弁が終わりました。再質問ありますか。津滝俊幸議員。 

 

津滝俊幸議員  再編基準は今も県教委の方では同様の内容であるというような答弁だ

ったかと思います。白馬高校についてはすでに基準値に底触した状態ということで全

校生徒が少なくなっているというような状況なんですが、先の学校運営協議会の議事

録がホームページに載ってまして、私が質問している内容と全く同じ内容を丸山管理

者のほうから県教委のほうに聞いております。たしか本年度の第1回目だったかなと

思いますけども。すぐにはですね、県教委のほうもそれで底触しているから、たとえ
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ばサテライトにするとか募集停止にするとか、統合にするとかゆうような何か措置を

するということは考えてないということですし、この地域が全国に先駆けて学校運営

協議会、コミュニティースクールに首長が参加してくということを高く評価してくれ

ているというようなこと。もう1つはこの国際観光科が地域に根差した授業であると

いうこと。そういったことが大きく評価されているところかなというふうに考えてい

ます。さきほど答弁のほうでも、今すぐ何か対応をしなければならないかというよう

なことはないという話もありましたし、また白馬村長、小谷村長２人あわせて県の教

育委員会のほうに是非この基準値をもう少し延長してほしいというようなことも伝え

てもらっていますので、引き続き県のほうにはですね、村だけではどうしようもない

ということは当たり前のことではありますので、是非そこのところを上層部のほうと

しっかりとコミュニケーションをとってご対応願いたいなというふうに思います。 

    そういった中で全国募集ですが、コロナという非常に不幸にみまわれたという経緯が

ありますけども本年度は幾分それが改善されてきたというようなこと。また事務方を

はじめ地域の皆さんが危機感をもってそれに接していたというようなことの成果とし

て本年度はかなり募集があるというふうに今伺いました。ただし学生寮、耐震のこと

については全国から受け入れるためには、どうしても必要な改善点かなというふうに

思います。ここのところを改めてお伺いするんですけども先ほど一般会計のところで

も私申し上げましたけれども、今は国からデジデンのいわゆる交付金が入ってきてい

ますので、４，０００万円ですか。それを使いながら維持しているということになる

んですけど、今後この学生寮とそれから対策考えていくというよな話もありましたが

耐震ですね、今使っていない部屋もあるということでありますけれど、これはどのよ

うにしていくのかお伺いします。 

 

議長（吉澤 学） ただ今の再質問に対し答弁を求めます。 

松澤局長 

 

松澤泉局長  学生寮についてお答えいたします。議員おっしゃられたとおり耐震に

ついては旧白馬荘の部分については耐震がないということで調査結果も出ている状

況から今現在は食堂と居室については使用しておりません。ただそのままにしてお

くというわけにはいきませんので、令和６年度中に管理者の答弁にもありましたと

おり、第１回目の学校運営協議会の中で生徒の募集も含めた今後の寮の在り方、ま

たみなし寮の在り方について意見を頂戴しながら６年度中にはある一定の方向性を

もって令和９年度のリースが終了する時点で寮をどうしていくのかということを進

めていきたいというふうに考えております。以上でございます。 

 

議長（吉澤 学） 他に質問はございませんか。 

      津滝俊幸議員 
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津滝俊幸議員  そうするとですね、ある一定の方向性を出すということになるとす

ればですね、潰して建て替えるか、それとももう一方で下宿というそこを潰して他

へ入っていただくという正直言ってこの２択ぐらいしかないのかなと私は思ってい

るんですね。 

これは管理者にお伺いするんですけど両方の村そんなにお金がない中で、立て替え

るってのはなかなか非常に大変なことなのかなと。過去にですね我々も協議しまし

たけれども高校の校舎の近くに建てるというような話もあったりなんかしました。

そこらあたりどのようにお考えなのかもう一度お伺いします。 

 

議長（吉澤 学） ただ今の質問に対し答弁を求めます。 

     丸山管理者 

 

丸山管理者  津滝議員おっしゃるようにやはり建て替えとなると資金としては非常

に厳しい状況がありますし以前試算というところでも出ましたけれども高額という

ところがありますのでこれで交付金が終わる中でそれをどうしていくかということ

は大きな課題だというふうに思っています。一方で先ほど下宿という話もでました

けれども、まずは県の、高校に対する方向性というところを受けまして我々もその先

で生徒の状況も含めて考えていかなくてはいけないなというふうに思ってますので。

まずは県の方向性というところを受けてからというところにはなろうと思いますが、

遠くない将来しっかりと考えていかなくてはいけない課題だと思いますので、ちょ

っと現段階でこういった建物をつくる、もしくはつくらずにこうするというお答え

はできませんけれども、しっかりと財政面も考慮しながら検討していかなければい

けない課題だということは認識しております。 

 

議長（吉澤 学）  他に再質問はありますか 

     津滝俊幸議員 

 

津滝俊幸議員  よろしくお願いします。 

   全国募集をしていかないとですね もう一方ではこの地域相当の少子化にみまわ

れていて実際に中学生の数が少なくなっている、もっと言えば小学生そういった数

もどんどんと少なくなってきているというような状況感があります。 

選択肢がなくなっていくということは、子供たちにとっては不幸なことになってし

まうかなというふうに思いますので、全国募集はもう必須なことだと私は考えてお

りますし、今後も続けていくというような答弁があったかなというふうに思うんで

すけれども、それをするためにはどうしても寮のことをどうするかという問題がく

っついてくるということになりますので、慎重なご検討を願いたいなというふうに

思うところです。 

それでですね、もう一つなんですが、3番目が一番大きな問題なのかなとういふう
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に私は思ってまして教育環境を充実して地元に子どもたちに帰ってきてもらって

ですねここに住んでいただくってことがこの高校支援の最大の目標であり課題な

のかなというふうに思います。白馬村もですねインバウンドが非常に政策がこう

をそうしてですね人口がいったん下がったものがまたコロナを過ぎてから上がっ

てくるというような状況に今なりつつあります。また、小谷村の方もですね観光

を中心にですね非常に今、今シーズン活況に賑わしているというような話も聞い

ています。こういったことを利用しながらですね、人口の流失を食い止めていか

ないとですね、やっぱり高校も存続させることができないのかなというふうに思

います。そこでですね、この高校に与えられた使命としては、先ほど村長もおっし

ゃってました、管理者もおっしゃていましたけども、世界に通用する地域に根ざ

したグローカルな人材をつくっていくっていうはなしになってまして、まあこの

グローカルというのがどうゆう意味なのかということなんですけども 非常にグ

ローバルに、世界感をもって色々考えることができ行動ができる人材ということ

のようであります。グローバルとローカルをあわせた造語ということになってい

るようでありますけども、こういった人材というのは、今先ほど、管理者の方から

7名帰ってきているというはなしなんですけれども、どうでしょう率直にできてい

るというふうにお思いでしょうか、そこらあたりどのように感じていらっしゃい

ますでしょうか。 

 

議長（吉澤 学） ただ今の質問に対し、答弁を求めます 

      丸山管理者 

 

丸山管理者  そうですね７名という数が多いか少ないかというところはとらえ方そ

れぞれだと思うんですけれども、やはりコロナ禍というところがあったことにより

停滞してしまった部分があるということはやはり否めないというふうに思ってます。

それ以前は特にインバウンドの方たちを相手にした、いわゆるフィールドワークと

いったところですとか高校生ホテルまた高校生レストランといった白馬高ならでは

の活動が非常に盛んにおこなわれてまして、対外的にもそこが魅力として多く発信

されてたわけですけれども、そういったところが一旦コロナ禍でなくなってしまっ

て今また再出発といったところとなっておりますので。 

ちょうど昨年になりますかね高校生ホテルに関してはまた再び再出発してメディア

等でも取り上げられ始めていますので、この冬これだけまた国内外から大勢のお客

様きてますので是非フィールドワークといったところを以前のように充実していっ

ていただけると私の方としてもありがたいなというふうに思っておりますが、やは

り以前に比べると少しコロナ禍というところを経験したことにより勢いという意味

で言うと少し失速してしまった部分があるというのは否めないというふうに感じて

おります。以上です。 
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議長（吉澤 学） 他に再質問ありますか 

    津滝俊幸議員 

 

津滝俊幸議員  そうですね。この７名がほんとに多いか少ないか。この人たちが地域

でまたどんな活躍するかどうかというとこに大きな期待よせるところでありますし、

これからはどんどんこうゆう人間が増えていっていただくことにやっぱり期待をす

るしかないのかなと思っているところです。当然企業の側、ここで経営していらっし

ゃる皆さんもですね、地元の高校生をですね、しっかりと受け入れられるような体制

そういったものもこれから必要になってくるかなというふうに思います。時間の関係

もありますけども当該校の魅力ですよね。やっぱりこの山岳景観が素晴らしいという

ようなことで、親御さんがここのところで子供が育ってほしいというようなこともあ

って、こちらに連れてくるとか、また本人が山が好きだから来たいというような話も

あったりするんですが、そうはいっても、高校自体のですね魅力がないと生徒はやっ

ぱり集まらないと思うんですよね。この魅力づくりのためにですね両村長が入られた

学校運営協議会というものがあって、コミュニティースクールを形成してるわけなん

ですけども、実はこのコミュニティースクールなかなか内容がみえてこなくてですね、

議事録は確かに県のホームページ等で載ったりなんかしてるんですけど、たとえば議

事録が載っているだけで、そこに掲載された資料、皆さんが協議なさった資料なんか

は載ってないんですよね。ぜひこういったものを載せていただきたい。それから地域

のなかではすでに学校の中で、丸山村長も以前講師として入られたりなんかしてます

が、地元の人がですね、やっぱり講師の先生となってですね、高校と一緒になりなが

らこんな魅力を、地域の魅力を発信してみたいなっていうことを重ねておやりになら

れたりなんかしているんですけど、私はまだ更に必要だと思っているんですよね。こ

れから魅力づくりのために考えていらっしゃるのかどうかというところをお伺いし

ます。 

 

議長 (吉澤 学) ただ今の質問に対し答弁を求めます 

       丸山管理者 

 

丸山管理者  前段の議事録については情報開示というところから、より見た方に当事

者意識をもっていただくという意味ででも細かな資料等掲載できるよう検討してい

きたいというふうに前向きにとらえました。 

また今後の魅力化というところですけれども、先ほどらいいっております特にインバ

ウンドを中心とした国際的な観光地ですので、実際にそういった環境に触れられると

いうところも大きな魅力でありますので、これまで以上に力を入れていくところもそ

うなんですが、昨今気候変動に対するアクション、いわゆるゼロカーボン施策に関し

て白馬高校は非常にフューチャーされている現状があります。特に白馬村自体も早く

に気候非常事態宣言、またゼロカーボンシティ宣言をだしたというところもありまし
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て、そちらが白馬高校の皆さんの気候変動マーチがきっかけでおこなわれたというと

ころも大きく取りだたされてますので、そういった角度からのアプローチというのは

さらに魅力化につながるのかなというふうに思っております。 

   ちょうど、白馬村のほうでも環境専門人材というところが入りましたので、そことの

連携も含めまして、いわゆる国際的な観光地としての魅力に加えて環境でも意識が

高いというところで更に魅力が出せるようなプロジェクトに取り組んでいけるとよ

り魅力が上がっていくかなというふうに感じております。 

 

議長（吉澤 学） 津滝議員 

 

津滝俊幸議員  はい。やはりあの地域の魅力をですね、最大限に生かしていただくっ

ていうことはとても私は重要だと思ってます。高校の魅力化イコール地域の魅力だ

と私は思ってます。ですのでやっぱりこの地域の魅力をしっかり作っていくことが

高校の魅力にもなっていくことにつながるので、高校だけをよくすればいいという

わけでは決してないということだと思います。ただやっぱり、学力ですとかその先の

進路、さらにはスポーツ、たとえば白馬高校はスキーの伝統のあるところを持ってい

ますので、こういったところをですね。魅力づくりに貢献できるように努力を重ねて

行っていただきたいなと思います。 

最後の質問の方になりますけれども、議長あと5分ぐらいですかね、残っているの。

最後の質問になりますけども、そうはいってもですね少子化という大きな波は、これ

はもう避けて通れない話ですし、何か対策が本当にあるのかというと、なかなかこれ

難しいことなのかなと思います。生徒の減少していくためにいくら全国から募集して

も、この地域に育っていく子供たちがいないとゆうことになれば、やっぱりこれはこ

れで考えなければいけない。それからもう一つはやっぱりお金の問題だと思います。

さきほども申し上げましたが国から来る交付金は今回で取り合えず終わりになりま

す。今後この補助金的なもの交付金的なもの、そういったものがいれられるのかどう

なのか。それからここが一番大事なとこですけれども、エンドレスでこの高校の支援

をやっていくというわけにはいかないと思います。たとえば先ほどの全国募集したい、

そのためには寮をつくらなければならない。じゃあ多額な金額がかかる。じゃあ両方

の村にそれだけのお金が用意できるか。なかなか難しいと思います。やっぱりそうは

いってもこの支援というのをいつまで続けるのか。もっと言えば、ここまでいったら

この支援はできない。ここぐらいまでだったら支援はできる。そういったものをやっ

ぱり行政側としては持たなければいけないんじゃないかなというふうに思います。気

持ちだけでは前へは進めないと私は思ってます。そこらあたり管理者としてどのよう

にお考えになっているのかお伺いします。 

 

議長（吉澤 学） ただ今の質問に対し答弁を求めます。 

丸山管理者 
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丸山管理者  津滝議員おっしゃるところ、まさにそのとおりで、現実としてそういっ

た未来がまっているのは我々もひしひしと感じておりまして、対策をとっていかなく

てはいけないという中で、ただやはりなんとか残せないかというところをいま模索し

ているところではあるんですけれども、やはり財政という問題は近い将来でてきます

ので、とくに交付金に関しましては、来年以降どうするのかというところで、現段階

でこのお金がというのは実際のところ無いのが現状でありますので、それに関しては

新たな財源等なにかないかということをこれから研究していきたいと思いますし、ま

た先ほど答弁の中で申し上げました通り、まずは県の方で寮等に関してはやっていた

だくのが本来でないかというところは引続き県教委の方とも話していきたいという

ふうに考えております。 

そのうえで県の回答をまずはいただいて、やはりそれでもこちらでということになっ

た場合には対策を考えていかなくてはいけませんので、現段階でここがリミットとい

う具体的なことは言えませんけれども、しっかりと財政状況を勘案して、さらにあら

たな財源等があるかとうところも研究したうえで、答えを導きだしていかなくてはい

けないというふうに考えております。以上です。 

 

議長（吉澤 学） 津滝議員 あと2分です。 

 

津滝俊幸議員  質問はこれで終わりにいたしますけども、地元の子どもたちがいける学

校でなければ私はいけないと思っています。それにはしっかりとした魅力をつくらなけ

ればいけないと思ってますし、１つのクラスの中に人数が少なくなっていってしまうと

やっぱりこの協調していく 協調性が欠けたりとかですね、集団的な脳力が欠けていっ

てしまったりなんかします。 

この思春期の一番大事な時期にですね地元で過ごすということが私はとても大事なこ

とだと思いますので、ぜひ良い方向を見出せるように、みんなで知恵を絞りながらいき

たいなというふうに思いますので、管理者はじめ議員の皆様とまた色々策を練っていき

たいなというふうに思っていますのでよろしくお願いいたします。 

一般質問を終わります。 

 

議長（吉澤 学） 以上で、７番 津滝 俊幸議員の質問は終結します。 

  以上をもちまして、本日の定例会はすべての日程を終了しました。 

 ここで最後に管理者のあいさつをいただきます。 

丸山管理者 

 

丸山管理者  令和６年第１回白馬山麓事務組合定例議会閉会にあたり、一言

ごあいさつを申し上げます。 

  本日の定例会に上程いたしました案件につきましては、全て原案どおりご
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承認をいただき、ありがとうございました。 

   今後の組合業務につきまして、し尿処理業務では、し尿等下水道投入施設整備

事業として、し尿等下水道投入施設実施設計を行い、計画通りに事業を進め

て参ります。 

高校支援では、令和６年度で９期生を迎えることになります。コロナ禍で落ち

込んでいた県外生も昨年度から増加傾向にあり、受入体制を整えていく必要が

ありますが、令和６年度でデジタル田園都市国家構想交付金が終了となるため、

より一層経費削減に努めつつ、魅力を創出することで地元から入学して頂ける

よう学校と協力しながら周知して参ります。 

議員の皆様におかれましては、体調には十分お気をつけいただき、無事に３月 

の定例議会の終了を迎えることをお祈りいたします。 

以上、簡単ではありますが、閉会にあたってのごあいさつとさせていただきます。 

 大変ありがとうございました。 

 

議長（吉澤 学） 大変ありがとうございました。 

以上で、令和６年第１回白馬山麓事務組合議会定例会を閉会といたします。 

大変ご苦労様でした。     

 

閉  会 

                           午後１６時３２分 
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